別紙様式第１７－１号
新規需要米の販売等に関する契約書
  （農業者）○○（以下「甲」という。）と（需要者等）○○（以下「乙」という。）は、甲が生産する平成○年産の新規需要米（○○用。以下同じ。）について、以下のとおり、契約を締結する。
１　甲は、以下のほ場において生産した、平成○年産の新規需要米○○トン（作柄の状況等による生産量の増減に応じ、契約数量も変動する。）を、乙に対し、○年○月○日までに引き渡すものとする。
　　水田の所在・地番：　　　　　　　　　　　　　　　　
　　水田面積：　　　　　　　　　　　　　　㎡
　　販売契約数量：                            実kg
                      （　　　　　　　　　　　　　玄米換算kg)
２　乙は、１により引渡しを受けた新規需要米のすべてを、○○用として用いるものとする。
　　この契約の成立の証として、本書２通を作成し、記名押印の上、各々１通を保有するとともに、地域農業再生協議会及び地域センター等に写し各1通を提出するものとする。
また、これに合わせて、乙は、別添の誓約書を２通作成し、記名押印の上、地域農業再生協議会及び地域センター等に各１通を提出するものとする。
  平成○年○月○日
甲　　住　所：
氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
              電話番号：
        乙　　住　所：
              氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
              電話番号：
（注）１　複数者間による契約の締結が必要な場合は、その実態に即して、様式を適宜変更しても差し支えない。
　なお、別紙４の第３の１「飼料用」及び２「米粉用（米以外の穀物代替となるパン・麺等の用途）」に該当する場合は、違約金条項を明記すること。
２　販売契約数量は、ＷＣＳ用稲、青刈り稲・わら専用稲については、ロール数、重量（トン）又は束数等により記載すること。
３　「水田の所在・地番」欄は、区分管理方式による出荷又は特例取組（別紙様式第６号「特定取組確認申請書」における申請理由がイの場合に限る。）の場合に記入すること。
別紙様式第１７－２号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成○年○月○日
新規需要米の適正流通に関する誓約書
　私は、（農業者）○○（又は集荷業者等○○）より買い受けた新規需要米（○○用）について、そのすべてを○○用に用いることとし、当該用途以外へ転用しないことを誓約します。
　また、この誓約書を遵守していることを確認するため、地域農業再生協議会・地域センター等の職員から調査依頼があった場合には、協力します。
　万一、この誓約書に反した場合には、米穀の需給調整実施要領（平成２０年１月３１日付け１９総食第９４９号農林水産省総合食料局長通知）別紙６に基づき、措置が講じられることに異存がないことを申し添えます。
（需要者等）住　所：
氏　名：　　　　　　　　　○
                                        電話番号：
（注）当事者は米穀の需給調整実施要領別紙６を保管すること。
別紙様式第１７－３号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成○年○月○日
新規需要米の適正流通に関する誓約書（とう精等の委託契約分）
　私は、（取組主体又は需要者）○○とのとう精等変形加工の委託契約に基づき、変形加工後の米穀を当該用途以外へ転用しないことを誓約します。
また、この誓約書を遵守していることを確認するために、地域センター等の職員が行う調査に協力します。
　万一、この誓約書に反した場合には、米穀の需給調整実施要領（平成２０年１月３１日付け１９総食第９４９号農林水産省総合食料局長通知）別紙６に基づき、措置が講じられることに異存がないことを申し添えます。
（委託とう精業者等）
住　所：
氏　名：　　　　　　　　　　　　　○
電話番号：
（注）当事者は米穀の需給調整実施要領別紙６を保管すること。
